























































転地療養とトリニティ・カレッジへ 就職活動を兼ねて、一時ア ルランドへ帰 た。同カレッジのフェロー なることを希望してい のである。しかし症状は良くならず、就職も期待どおりにいかなかった。そのた 同年の暮れにムーア・パークへ戻った。当時のテンプル 、庭作りと執筆活動に専念してい 。秘書としてのスウィ ト
岡　法（67―１） 2
二
の主たる仕事は、テンプルの代筆や原稿の整理、フランス語やラテン語で書かれた手紙の翻訳であった。この仕事は、 テンプルから歴史・政治・文学などの知識を吸収する絶好の機会となった。 ま 、 テンプルの蔵書を読みあさって勉学にいそしんだ。テンプルの影響下で、何編かのピンダロス風頌詩やヒロイック・カプレットを書いたのもこの時期のことである。　
テンプルはスウィフトの能力を認めていた。その表れであろう、オックスフォード大学で文学修士号を取得させ










る。キルルートでの滞在 わずか一年あまりであっ 。九六年五月には テ プルの屋敷に舞い戻っている。三度目のムーア・パークであるが テンプルとの関係 良好であった。 彼は今や と て欠き得ぬ存在となっていた。スウィフトにとっても、このムーア・パーク期 豊穣であった。初期の傑作『桶物語』 （
A
 T
ale of a T
ub, 
1704 ）を執筆して、諷刺作家としての礎を築いたのはこの時期のことである。また、一五歳になったステラを意識






















ウィリアム三世に厚遇され、軍人と て重要ポスト 就くとともに、一六九二年から九三年まではアイルラ ド総督（
L
ord L

















































































































hurch of Ireland ）の中でも最も豊かな主教区の一つである。



































































ay, 1648-1720 ） 、およびマーシュ大主教に後任の人選を速やかに行うよう要請
した。キングが望んだのは、敬虔で思慮深く、学識豊かな人物が選任されることであった。キングの頭 中には、推薦 い候補者 五名いた。バークリーとゴールウェイには具体的な名前 伝えていない。だがマーシュには五人の名前を挙げ、その中から選ばれることを希望する旨伝えた。挙げられたのは トリム 教区主任牧師ジョン・スターン（




ard Synge, 1659-1741 ） 、ラトースとララカーの教区代理牧師ジョン・ボルトン（
John B
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近く、馬を使えば半日足らずの距離であった。三つ 教区の中で最も広いのはララカー、次いでラスベガン、最小はアガーである。ララカーはアイ ランド独特の土地区画である一三 タ ランド（
tow
nland ）から成り、面積



















































c. 1665-1728 ） 、ジョン・パーシヴァル（
John P















含めて約二三〇ポンドであった。五年前のキルルートのときは一〇〇ポンドであり、それと比べればはるかに有利な収入である。名家出身でなく、際立った経歴の持ち主でもない人間ならば満足すべきポストであろう。だが己の力に自信を持ち、それに見合う地位を求めるスウィフトのような野心家にはもの足りなかったのかもしれない。スウィフトは感謝の気持ちに乏しく、現状 そのまま素直に受け入れることのできない人間であ 。仮に受け入れる場合でも、今回のように常 不平や不満の一言が伴っていたのである。　
キルルート教会のあるアルスター地方のアントリム州が、 荒々しく厳しい自然環境であったのに対して、 ララカー











































enry St. John, 1st V
iscount B
olingbroke, 1678-1751 ）に、 「私




























































スウィフトは、終生この地を愛 た。そしてここから得られる総額約二三〇ポ ドの収入は、生涯にわたっ 彼の生計を支える重要な所得源となったのである。　
こうして、スウィフトは教会の改善にエネルギーを注いだ。ところでわれわれはここで、土地問題を契機に彼の


































さや傷つくことへの恐れが、そのようにさせたとも言えよう。だが敷地を囲む物理的バリアであれ、心の中に設ける心理的バリアであれ、自身を守るために障壁を築くのは誰にでも見られるいわば本能 なもの る。それゆえスウィフトの特異性をことさら強調すべきではないが、ただスウィフトにおいて特徴的なのは、先 ステラの一件からもわかるように、彼の「柵」や「溝」が他の人のものよ も高くて深かったことである。とりわけ 自身のプライドが傷つけられることへ 警戒心と恐怖心は強く、それに対する防御として、彼の心の中には常に強固なバリアが築かれていた。スウィフトは聖職者であるにもかかわらず、誰を 受け入れていくような大らかさに乏しかった。彼は、自分に刃向かってくる敵対者はもとより 真っ当な批判者で ら懐深く受け止めることができなかった。それゆえ の人生は敵の多いそれであったが、スウィフトの全体像を捉えるめに 、彼のそうした側面にも十分目を配っていく必要があろう。そして土地問題 めぐって必要とされ、また敵対する「党派を追い出 、……彼らを寄せつけないため」に作られた「柵」と「溝」は、スウィフトの性格 特徴づける まさし 一つの象徴であったように思われるのである。　
彼の性格に関連して、もう一点付言しておこう。自己防衛本能が強い人間は、しばしば攻撃的になる。自分を守


















控えるが、スウィフトは生涯にわたり、そのときどきのターゲットを辛辣 批判した。彼の諷刺は私憤に由来するのか、公憤に貫かれたものであるのかはここでは問 な でおこう。われわれ しては、彼の諷刺に 時にはユーモアを交えつつも強い攻撃性が潜み、敵を近づけず、入り込めば柵と溝で囲まれたエリアから排除して、相手が降参するまで追い めていくのが基本的な流儀であったことを知っておくだけ よ 。　
スウィフトの攻撃の対象は多岐にわたる。とりわけ頻繁に標的に たのは、政治の世界であった。彼は政治権力































































ightburne, b. 1662 ）である。彼は、ウォーバートンが辞任して五年後の一七二二年から三三年まで牧師補として




























land agent ） 、つまり代理人として雇って税の徴収に当たらせた。パーヴィソル





彼を解雇、だが三年後に再び雇用し 結局パーヴィソル 死まで雇 ている。　
支出の方に話題を転じよう。スウィフトのララカー赴任後の支出は、年によって変動はあるものの、年間およそ
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onvocation of the C
hurch of Ireland ）を代表して、イングランド政府との交渉を任されるようになるのであ













六七―八八頁、 「スウィフトとテンプル」 （ 『同』第四巻二号、二〇〇二年）五七―八五頁、 「キルルートのスウィフト」 （ 『岡山大学教育学部研究集録』第一三六号、二〇〇七年）四三―五二頁。
（２）
　
ドロシーの手紙については、拙稿「ドロシー・オズボーンの手紙（Ⅰ） （Ⅱ） （Ⅲ） 」 （ 『岡山大学大学院教育学研究科研究集録』
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ift, II, p. 97 ） 。だが特別手当はともかくとして、少なくとも会計簿から基本給五七ポン
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ont, d. 1731 ）という人物を雇っている。ボーモントはリンネルと
雑貨を扱うトリムの商人で、長年スウィフトに献身的に仕えた。その仕事内容は、経済上のさまざまな助言、食品・嗜好品・食器・日用品・酒類の調達、家屋の建築場所の決定や立面図の作成、洗濯や借馬の世話など、スウィフトの生活全般にわたっている。そのため、 「会計簿」にはボーモント 名前が頻繁 出てくる。スウィフトの信頼厚く、アイルランドにおける彼の親しい友人の一人であった。だが次第に精神を病み、や て自分で命を絶っている。なお、スウィフトの支出については以下を参照。
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